
 

 

 

 

 

 

江
崎
家
の
近
代 

 

―

福
王
流
ワ
キ
方
能
楽
師
の
明
治
・
大
正
・
昭
和―

 
期
間
：
二
〇
二
一
年
三
月
一
日
（
月
）
～
四
月
三
十
日
（
金
） 

 
 

 
午
前
十
時
～
午
後
五
時 

土
日
祝
日
休
室 

場
所
：
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
展
示
室 

 

ワ
キ
方
福
王
流
の
名
門
・
江
崎
家
は
、
江
戸
時
代
か
ら
三
百

年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
姫
路
を
拠
点
に
活
動
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
二
〇
一
五
年
度
、
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ

ー
は
、
江
崎
家
か
ら
約
千
点
に
の
ぼ
る
貴
重
な
能
楽
資
料
の
寄

贈
を
受
け
、
二
〇
一
六
年
に
は
一
部
の
資
料
を
用
い
た
企
画
展

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
江
崎
家
旧
蔵
資
料
を
紹
介
す

る
第
二
回
目
の
展
示
を
、
近
代
の
江
崎
家
を
テ
ー
マ
に
行
い
ま

す
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
い
う
激
動
の
時
代
に
、
江
崎
家
の

代
々
の
当
主
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
能
楽
を
守
り
広

め
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
足
跡
を
数
々
の
資
料
と
と

も
に
辿
り
ま
す
。 

沼艸雨筆「梅若万三郎翁三老女記念画帖」 

上「姨捨」中「桧垣」下「関寺小町」 

 


